
 

 

 

 

 

 

 

〇勉強に向かわせる秘訣は面白さと必要感      

雄武町立沢木小学校長 千葉 勝志 

 

 義務教育は９年間あります。この期の教育の本質を一言で言えば、基礎・基本の習得です。

ところで、その基礎・基本とは何でしょうか。その根本・本質・原点は何でしょうか。それ

は、不変なもの・不動のものととらえています。学習指導要領はおよそ１０年ごとに改訂さ

れますが、基礎・基本はいかなる時もいかなる場でも、いかなる状況においても不変であり、

不動です。そうであるからこそ、いかなる時もいかなる場でも、いかなる状況においても、

応用力を発揮することができるのです。よって、義務教育の９年間で最も大事なことは、基

礎・基本を確実に身につけることと言えます。学力でいえば、読み・書き・計算こそが基礎・

基本であり、その上に思考力・表現力・判断力という応用力を築くことができるのです。 

 昨年度の子ども達の学習アンケートにおいて、「できたことやわかったことがたくさんあっ

た」と回答した子は、およそ９０％でした。過去７年間の結果を平均しても、同様の数値で

す。全体としては良い傾向が続いていますが、１０％の子どもは常に勉強に不安を感じてい

るという現実もあります。授業で自信をなくした子どもは、入口も出口も見えない真っ暗な

トンネルの中にいるようなものです。そんな子どもには、必ず大人が手を引いてやらなけれ

ばなりません。根気よく問いかけ続け、正しい方向を示し、授業で自信を取り戻させる必要

があります。これは忍耐力のいる働きかけで、数か月以上かかることもあるかもしれません。

しかし、ひとたび「できた！」「わかった！」「そうか！」「なるほど！」という実感が得られ

れば、その子の前には光が見えてきます。それがトンネルの出口です。教育的愛情という言

葉がありますが、要は困っている子どもをそのままにしておかないということです。 

 今年度は「学習指導と生徒指導の一体化」を授業の土台として位置付けています。これは、

授業の中でも、子ども達の成長や発達を支える生徒指導の視点を取り入れた考え方です。具

体的には、以下のような４つの視点で、子ども達に安心感を与え、自信をもって授業や学校

生活を送ることができるように支えています。 

                        なお、子どもを勉強に向かわせる秘訣

は、面白さと必要感です。安全・安心な

風土の上に、学ぶ面白さと必要感を抱か

せれば、子ども達は必ず向上的に変容し

ていきます。そして、それこそが基礎・

基本の習得につながるのです。決して易

しいことではありませんが、私たち教師

は心がけて励まなければなりません。 
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自己存在感の感受（個性）

共感的な人間関係（協力）

安全・安心な風土（認め合い）



☆地域の行事で沢木太鼓披露（６/２９） 

 おうむ産業観光まつりの屋外ステージで、とても勇ましい沢木太鼓を披露することができました。

とても暑い日だったのですが、暑さに負けず沢木小学校の子ども達は、練習の成果を十分に発揮し、 

頑張りました。雄武町内外のお客さんも会場に大勢いらっしゃいま

したが、感心の声をあげてくださっていたのが印象的でした。沢木

太鼓の練習や発表を通して、仲間と気持ちを合わせて演奏すること、

人前で堂々と自分を表現すること、練習したことが確実に実力とし

てあらわれることを子ども達は学んでいます。発表に向けての太鼓

の積み込み、出し入れ等、保護者の皆様のご協力に感謝致します。 

 

☆６年生修学旅行（7/２・３） 
 雄武小学校の６年生２２名と一緒に修学旅行に行きました。保育所の頃からの友達であったり、 

昨年度一緒に宿泊学習に行っていたこともあり、旭山動物園やトリックアート、デパート等での班行

動を協力しながら行うことができていました。修学旅行のねらいに、「友達同士の交流を深めること」

「公共施設でのマナーを知り、実践すること」があったのですが、

どちらも大変よく出来ていました。修学旅行はいろいろなことを体

験し、多くのことを学ぶ大変よい機会です。６年生は前述の２点に

加え、「時間を見て早めに行動すること」「社会にはいろいろな職

業があり、皆、一生懸命に頑張っていること」「してもらったこと

に対して感謝の気持ちを伝えること」など多くの学びがありました。 

 

☆ポップづくり（7/９） 
 本に親しみ、読書時間を増やしてほしいという思いから、今年度、全校でポップ（本の紹介）づく

りを行うことになりました。その第１回目として、雄武町図書館に行き、図書館司書さんからポップ 

の作り方を教わりました。文字を強調したり、イラストを用いたり、ポップ用紙の形を工夫したりと 

本を紹介するために、いろいろな方法があることを学びました。ポップづくりについて教わった後は、

図書館にあるたくさんの本の中から自分のお気に入りのものを見つけました。本にじっくりとふれあ

う大変良い機会になりました。２回目として、７月２３日（水）に全校でポップづくりを行いました。 

 

 

 

 

 



☆防犯教室（7/11） 
 興部警察署 生活安全課の方に講師に来て頂き、ネット上の危険から身を守ることについてお話し 

して頂きました。ＳＮＳで知り合った人が実はプロフィールを偽った危険な人物であったり、言葉巧

みに写真等の送付を要請してきたり、写真を送ってしまったことによってずっと脅されてしまう等、

ネットを扱う上で注意しなければいけないことをたくさん教えて頂きました。それを防ぐために、 

「自分の写真や住所がわかる情報は送らないこと」「何か困ったことになったら、お家の人やまわり

の大人に相談すること」「友達と文字のやりとりをする時は誤解をうまないように十分注意すること」

など、子ども達には危機意識をもって守ってもらい、安全にネットを活用して欲しいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆大漁祈願祭（7/1６）・沢木神社祭（7/1７） 
 大漁祈願祭では、４～６年生が沢木漁港で沢木太鼓を披露しました。太鼓の演目「鼓動」「怒涛」

やバックの旗が海にとてもあっていて、また太鼓の演奏がそろっていて、とても見ごたえのある演奏 

でした。太鼓演奏のあとは、元気に綱引きを行い大漁を祈願しました。沢木神社祭では、３年生が御

賽銭箱をもち、４～６年生が子ども神輿を担ぎました。神輿を応援してくださる地域の皆さんに大き

な声で挨拶したり、神輿を威勢よく担いだりして、沢木神社祭を子ども達はとても盛り上げてくれま

した。大漁祈願祭・沢木神社祭では地域の皆さんとたくさん関わることができた２日間となりました。 

 

  

 

 

 

☆夏休みの学習会 
 夏休み中の７月２５日（金）・２８日（月）・８月１９日（火）の９：００～１０：３５に学習会 

があります。１学期に学んだことの復習や発展的な学習に取り組みます。夏休みに入ってからすぐの

学習会で学習リズムをつくり、夏休み最終日の学習会で２学期に向けての復習および

学習への準備を行います。児童にとって参加してよかったと思える学習会にしていき

ます。都合がつかず参加できない子ども達も、休みに入って急に学習習慣を変えるの

ではなく、継続的・計画的に家庭での学習に取り組んでいってもらいたいと思います。 

 



☆子ども相談窓口 
 何か困ったことがあった時に、相談することができる窓口がありますので、掲載させて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月の行事予定 

１ 金 夏季休業（１９日まで） 武雄市交流事業 15 金 学校閉庁日 

２ 土  19 火 夏の学習会③ 

３ 日  
20 水 

２学期始業式 ５時間授業  

二計測（女子） 移動図書館 
生活リズムチェック週間（２６日まで） ４ 月  

６ 水 子ども夏祭り 21 木 
５時間授業 二計測（男子） ＡＬＴ 

夏休み作品展（２７日まで） 

７ 木 体育館清掃 25 月 ５時間授業  

11 月 山の日 26 火 
５年生５時間授業 全校朝会  

ＡＬＴ 

12 火 学校閉庁日 27 水 宿泊研修（５年）① 

13 水 学校閉庁日 28 木 宿泊研修（５年）② 

14 木 学校閉庁日 29 金 宿泊研修回復休業日（５年） 

校内相談窓口について 

児童生徒への性暴力等について、未然防止に取り組むとともに、その相談窓口を「管

理職・養護教員」に設定しております。相談があった場合には、相談者・被害者の人権

を守るとともに、警察等の関係機関と連携し、迅速かつ厳正に対応します。 

学校閉庁日の期間、万が一急なお知らせな

どがありましたら、雄武町教育委員会

(84-4240)までご連絡をお願いします。 


